
1975年、極東・南太平洋地域の身体障害者のスポ－ツ大会として、

日本の呼び掛けで始まった「フェスピック競技大会」を引き継ぎ、2010年に始まったアジアパラ競技大会。

４年に１度開催され、アジアに新しい驚きを与えるこの大会。様々な障害のあるアスリートたちが創意工夫を凝らして限界に挑む姿には、

多様性を認め、共生社会を具現化するための重要なヒントが詰まっている。

ひとりひとりの熱い思いを想像し、誰もがこころをひとつにすることで、この大会は出来上がっていく。

2026年、アジア最大のパラスポーツの祭典が、愛知・名古屋に。

香嵐渓

大会に関する情報は
公式ホームページ・
SNSをチェック！

公益財団法人愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会／愛知県・名古屋市

お問い合わせ
メール／ainagoc@aichi-nagoya2026.org
電話／052-951-2026 （受付時間／平日9:00～17:00）

名古屋城

エビフライ 2026.10.18（日）-24（土）

第５回
アジアパラ競技大会
（2026/愛知・名古屋）
大会概要・競技会場

メイン会場　名古屋市瑞穂公園陸上競技場
選手団（選手・チーム役員）　3,600人～4,000人
実施競技　18競技
参加国数　アジア45の国と地域

第4回アジアパラ競技大会
（2022/中国・杭州）開会式

ホームページ
第5回アジアパラ競技大会
（2026/愛知・名古屋）

X（旧Twitter）
愛知・名古屋2026
アジアパラ競技大会
@AsianPara_2026

Instagram
愛知・名古屋2026
アジアパラ競技大会
asianparagames_2026

Facebook
愛知・名古屋2026
アジアパラ競技大会
@2026AsianParaGames

愛知・名古屋の名所・名物

公益財団法人愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会／
愛知県・名古屋市

伝統とイノベーション

郷土料理と美しい観光地

愛・地球博記念公園（モリコロパーク）

APC

音声コード
Uni-Voice




